
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.甲賀市の保育・教育をめぐる状況 

甲賀市幼保・小中学校再編計画の概要 

本計画をもとに保護者および地域の皆様と十分な協議を行い、子どもたちにとって最適な保育・教育環境整備

の実現をともにめざします。                             甲賀市教育委員会 

教育目標「ともに学び ともに育つ」の実現 

教育方針 

教育目標１「ともに学び ともに育つ」 

教育目標２「読書と体験をとおしての豊かな心を育む」 

教育目標３「魅力ある地域の人、モノを活かす」 

教育目標１ 

「ともに学び ともに育つ」 
教育目標２ 
「読書と体験をとおして豊かな心を育む」 
教育目標３ 
「魅力ある地域の人、モノを活かす」 

教育目標 

教育方針 
教育目標１「ともに学び ともに育つ」 
教育目標２「読書と体験をとおしての豊かな心を育む」 
教育目標３「魅力ある地域の人、モノを活かす」 

核家族化の進行、兄弟姉妹の数の減尐、共働き家庭の増加、
家庭や地域における人と人とのつながりの希薄化、家庭や地
域の教育力の低下、児童虐待の深刻化など 

基本的な生活習慣の乱れと規範意識の低下、学習意欲や学
力問題、人間関係の希薄化やいじめ・丌登校、小１プロブレ
ム・中１ギャップなど 

子どもの育ちをめぐる環境の変化 

今日的な教育課題 

これらの取り組みを着実に進め
るためには、園・学校の統合は避
けては通れない状況と考えます。 
今後、保護者・地域住民ととも

に具体的な検討を進めるための指
針として幼保・小中学校再編計画
（教育委員会原案）を策定します。 

◆就学前児童数及び就園率の推移 
 就学前児童数は減尐傾向にありますが、就園率は上昇傾向にあります。特に３歳未満児の保育ニーズが高ま
り、子育て支援体制の強化が求められています。 

◆小学校児童数の推移 
  今後、５年間で約４００人減尐することが予測されます。 

 

尐子化の進行と保育・教育環境の地域栺差 

◆公立幼稚園・保育園の規模 ◆小学校・中学校の規模 
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今日の保育・教育をめぐる状況をふまえ、課題解
決に向けた取り組みを着実に進めるためには、園・
学校の統合は避けては通れない状況と考えます。 
今後、保護者や地域の皆様とともに具体的な検討

を進めるための指針として甲賀市幼保・小中学校再
編計画（基本計画）を策定しました。 

質的向上を図る施設整備等の課題 

子どもたちの安心安全と確かな学力が育成できる施設整備が

求められています。 

 

◆幼保施設 
老朽化・耐震化対策、保

育サービスの「質の改善」、
保育メニューの充実など 

 

◆小中学校施設 
大規模改造や長寿命化改修、太

陽光発電の設置、バリアフリー
化、ネットワーク環境整備など 

 



2.再編計画の基本的な考え方 

◆ 子どもたちにより良い保育・教育を提供することを最優先としています。 
◆ 子どもたちの「生きる力」を育む保育・教育環境を着実に整備するために、保護者や地域の皆様の参画を 
得ながら取り組みます。 

基本的な考え方 

本計画に基づく再編の目的は、単に施設の統廃合を行い、適正規模化を図ることではありません。 

目的は、再編後に出現する確かな学力の保障をはじめとする「子どもたちの確かな育ち」です。 

すなわち、就学前の保育・教育と９年間の義務教育をとおして、「社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生」 
を育てることができる園・学校環境を整えることにあります。 

めざす方向と目的 

『 再編 』 がめざすものは 
『 子どもたちの確かな育ち 』 にあります 

■ 甲賀市総合計画 

■ 甲賀市教育振興基本計画 

甲賀市の将来像       人 自然 輝きつづける あい甲賀 

甲賀市のめざす教育の姿   
たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 

■ 『 再編 』 がめざすもの 

 社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生！ 

１． 義務教育区分の検討 
２． 地域の人・モノ・自然を活用し、 
体験を重視した地域学の推進 

３． 夢を育むキャリア教育 
４． 国際社会を生き抜く外国語教育 
５． 情報化社会に対応するＩＣＴ教育 

■ 学びをつなぐ 
幼保・小中の一貫した教育の推進 

■子どもの育ちをめぐる課題 

少子化・孤立化・人との関係づくり 

◆「夢」がもちにくい社会 

意欲・規範意識の低下、学力問題 

いじめ・不登校・学校不適応 

◆家庭・地域社会の変容 

■ 教育が育む３つの姿 

『自立』 『協働』 『創造』 

◆ 園・学校の活性化    
◆ 多くの友だちとの学び合い 
◆ 確かな学力の保障    
◆ 生きる意欲と社会人に求められる 
態度・意識の高揚 

◆ 不登校・いじめ等 教育課題の克服 
◆ 施設の安心安全対策 
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集団のなかで子どもたちは、相互の学び合いをと
おして成長します。この観点を基本とし、「幼保検討
委員会」「小中学校適正規模等検討委員会」からの答
申をふまえ、特に以下の観点で計画を策定しました。 

◆ 成長の時期にふさわしい、適切な人数を確保し
た集団のもとで就学前教育・保育を行う。 

◆ 学習者である子どもの学習環境の整備を最優先
とする。 

◆ 全学年でクラス替えできない小学校を再編の検
討対象とする。 

再編計画の観点 

◆基本計画 
本計画は、市がめざす新しい幼稚園・保育園、小

学校・中学校の姿を明らかにし、将来を見通したよ
り良い保育・教育環境の整備について、その指針を
示すとともに、今後の再編への取り組みの基本計画
となるものです。 
この計画をもとに地域等への説明を行い、将来に

わたる保育・教育環境の整備について地域等、関係
者の皆様と協議を行います。 

◆実施計画 

協議の熟度が高まり、新しい保育・教育施設等の
整備を実施するとき、その整備に向けた具体的計画
を実施計画として策定します。 

再編計画の進め方 

本計画の期間は、平成２７年度から平成３６年度
までの１０年間とします。 

 

再編計画の期間 
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3.望ましい幼保・小中学校の実現に向けて考慮すべきこと 

『社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生！』をめざして 

 
 

◆適正な幼稚園・保育園規模 
幼稚園の適正規模・・・１７０人程度 
保育園の適正規模・・・１５０人程度 

◆入園待機児童の解消 
人材確保、受入枠の拡大に取り組みます。 

◆きわめて小規模の園への対応 
休園または統合の対象とし、適正規模化を図り

ます。 

◆老朽化の進む園への対応 
現地での建て替えや大規模な改修が困難な園

は、優先的に幼稚園・保育園の一本化（認定こど
も園）や再編の対象とします。 

◆３歳未満児の自園給食の完全実施 
自園調理による食事の提供を行います。 

◆子ども・子育て支援新制度の活用 
多様な保育ニーズへのより細やかな対応とし

て、再編とともに身近な保育の場を確保する家庭
的保育事業等による取り組みも進めていきます。 

◆旧町地域に一つは公立園を配置 
地域の子育て支援の拠点施設、特別支援などの 

配慮や適切な対応を必要とする保育・教育、研
修・研究機関としての役割を担います。 

幼稚園・保育園  

◆適正な学校規模 
１学級あたりの児童・生徒数は、３５人を基本

とします。 

   学級数の適正規模 
    小学校：１２～１８学級（１学年あたり２～３学級） 
    中学校：１２～１５学級（１学年あたり４～５学級） 

◆より良い学校づくり 
子どもたちが切磋琢磨し、様々なことへの挑戦 

や生き生きと過ごすことのできる居心地の良い
学校づくりに取り組みます。 

・きわめて小規模の学校への対応 
   優先的に統合を行い、適正規模化を図ります。 

・大規模校、小規模校への対応 
   大規模校：分離は行わないものとします。 
   小規模校：きわめて小規模の学校及び小規模校

との統合を検討します。 

◆地域に根ざした小学校区 
   現在の小学校区を分割する再編は行いません。 

◆安全な通学手段の確保 
   スクールバスの運行を視野に地域と協議を行

い、安全な通学手段を確保します。 

小学校・中学校 



 

  4.再編による幼保・小中学校の適正配置計画  
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※ 幼稚園・保育園の   は公立園、  は私立園を示しています。 

※ にこにこ園とは、 幼稚園と保育園の施設や運営を一元化した園の通称名です。 

※ 認定こども園とは、就学前の保育・教育を一体として捉え、一貫して提供する新たに枠組みされた園です。 

小中一貫した教育の実施 

新しい教育システムとして、施設整備、教育課程の研究
などを行い、全市的な取り組みとして検討していきます。 
小中一貫した教育を行うことで、以下の効果が期待でき

ます。 
 
◆ ９年間を見通した適時性のある学びが可能となり、
今日的な教育課題への対応等、より教育効果を高めて
いくことができます。 

◆ 教職員の人的交流により、子どもの「学力観」、「指
導観」、「評価観」の共有を図り、授業改善の促進と学
力向上が図れます。 

◆ 小学校・中学校間の情報交流が頻繁になり、児童・
生徒に対するきめ細やかで適切な対応が可能となりま
す。 

民営化に向けて 
 
市の教育ビジョンの実現に向けて、甲賀市の

子どもが、どこの園にいても同じ方向に向かっ
て健やかに育つことができるように進めていき
ます。 

 
◆ 入園枠を拡大することにより、待機児童
を解消するなど、保育環境の充実を図りま
す。（国の補助金を活用した施設整備等） 

◆ 園児の安全対策や保育・教育の内容が公
立園と変わらない一定の水準を保つことを
大きな条件とします。 

◆ 柔軟で迅速性のある対応、私立園ならで 
はの特色あるサービスなど、新たな選択肢
を提供します。 



 

 

 

 

再編計画の基本的な考え方 

基本的な考え方 

本計画は、本市の基本的な行動計画を
その基本と据えながら時代を担う子ども
たちにより良い保育・教育を提供するこ
とを最優先として策定するものです。 
子どもたちの「生きる力」を育む保育・

教育環境を着実に整備するため今後、保
御者、地域と合意形成を図りながら取り
組んでいきます。 

めざす方向と目的 
本計画に基づく再編への取り組みは、

一義的には、園・学校の適正規模・適正
配置をとおして「ともに学び ともに育
つ」教育環境を整備するものですが、そ
の取り組み自体が目的ではありません。
目的は、その後に出現する確かな学力の
保障をはじめとする「子どもたちの確か
な育ち」につながるものでなければなり
ません。 
すなわち、就学前保育・教育と９年間

の義務教育をとおして、「社会に挑む 夢
と力を蓄えた 中３生」を育てることが
できる園・学校環境を整備することです。 

『 再編 』 がめざすものは 

『 子どもたちの確かな育ち 』 にあります 

■ 甲賀市総合計画 

甲賀市の将来像    人 自然 輝きつづける あい甲賀 

■ 甲賀市教育振興基本計画 

甲賀市のめざす教育の姿   
たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 

◆グローバル化・高度情報化の充実 など 

■子どもの育ちをめぐる課題 
◆少子化・孤立化 ◆「夢」がもちにくい社会 

◆地域社会・家庭の変容 ◆意欲・規範意識の低下 
◆いじめ・不登校・学校不適応 

■ 『 再編 』 がめざすもの 

 社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生！ 

■ 教育が育む３つの姿 

１． 義務教育区分の検討 
２． 地域の人・モノ・自然を活用し、 
体験を重視した地域学の推進 

３． 夢を育むキャリア教育 
４． 国際社会を生き抜く外国語教育 
５． 情報化社会に対応するＩＣＴ教育 

◆ 園・学校の活性化    

◆ 多くの友だちとの学び合い 

◆ 確かな学力の保障    

◆ 生きる意欲と社会人に求められる 

態度・意識の高揚 

◆ 不登校・いじめ等 教育課題の克服 

◆ 施設の安心安全対策 

『自立』 『協働』 『創造』 

■ 学びをつなぐ 
幼保・小中の一貫した教育の推進 

再編計画の観点 
「幼保検討委員会」「小中学校適正規模

等検討委員会」から提出された答申を踏
まえることを基本とし、特に以下の観点
で計画策定しました。 

◆ 学習者である子どもの学習環境の
整備を最優先とする。 

◆ 全学年でクラス替えできない小学
校を再編の検討対象とする。 

計画の構成 
本計画は、「基本計画」と「実施計画」により構成します。 

◆基本計画 
  市がめざすべき幼稚園・保育園・小中学校のあり方を明らかにする
とともに、将来を展望したより良い保育・教育環境の整備（再編）に
ついて具体的に教育委員会原案として示します。この原案をもとに地
域への説明を行い、地域合意・参画のもとに保育・教育施設の整備（再
編）を決定します。 

◆実施計画 
  基本計画で示した内容を着実に整備していくために、地域の参画の
もとに新しい施設別に策定します。 

 

計画の期間 

本計画の期間は、平成２７年度から平
成３６年度の１０年間とします。 

◆再編に伴う施設整備 
短期計画…………概ね  ５年間 
中・長期計画……概ね１０年間 

再編の進め方と配慮すべきこと 

子どもたちのために 
 再編に伴う新しい環境に出会う子
どもたちには、心理面や学習・生活面
に十分な以下の配慮が必要と考えま
す。 

◆ 対象となる園・学校同士の交流など
新しい人間関係づくりの積極的な取

地域の合意と参画 
 再編により新しくスタートを切る園・学校については、子どもたちが生
活するすべての地域の理解が前提であり、再編に取り組むにあたっては、
関係する地域や保護者の考えが十分に反映できる体制づくりが求められ
ます。このことから本市は、対象地域別に全体説明会を行った後に、本計
画を基本に段階的に協議できる場を設けます。 

基本、現学区単位に、区役員・
ＰＴＡ・保護者会などで構成。子

（仮称）再編検討協議会 

新しい園・学校単位にＰＴＡ・
保護者会・区・自治会・自治振興

（仮称）実施計画検討協議会 

再編計画の基本的な考え方 

基本的な考え方 

本計画は、本市の基本的な行動計画を
その基本と据えながら時代を担う子ども
たちにより良い保育・教育を提供するこ
とを最優先として策定するものです。 
子どもたちの「生きる力」を育む保育・

教育環境を着実に整備するため今後、保
御者、地域と合意形成を図りながら取り
組んでいきます。 

めざす方向と目的 
本計画に基づく再編への取り組みは、

一義的には、園・学校の適正規模・適正
配置をとおして「ともに学び ともに育
つ」教育環境を整備するものですが、そ
の取り組み自体が目的ではありません。
目的は、その後に出現する確かな学力の
保障をはじめとする「子どもたちの確か
な育ち」につながるものでなければなり
ません。 
すなわち、就学前保育・教育と９年間

の義務教育をとおして、「社会に挑む 夢
と力を蓄えた 中３生」を育てることが
できる園・学校環境を整備することです。 

『 再編 』 がめざすものは 

『 子どもたちの確かな育ち 』 にあります 

■ 甲賀市総合計画 

甲賀市の将来像    人 自然 輝きつづける あい甲賀 

■ 甲賀市教育振興基本計画 

甲賀市のめざす教育の姿   
たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 

◆グローバル化・高度情報化の充実 など 

■子どもの育ちをめぐる課題 
◆少子化・孤立化 ◆「夢」がもちにくい社会 

◆地域社会・家庭の変容 ◆意欲・規範意識の低下 
◆いじめ・不登校・学校不適応 

■ 『 再編 』 がめざすもの 

 社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生！ 

■ 教育が育む３つの姿 

１． 義務教育区分の検討 
２． 地域の人・モノ・自然を活用し、 
体験を重視した地域学の推進 

３． 夢を育むキャリア教育 
４． 国際社会を生き抜く外国語教育 
５． 情報化社会に対応するＩＣＴ教育 

◆ 園・学校の活性化    

◆ 多くの友だちとの学び合い 

◆ 確かな学力の保障    

◆ 生きる意欲と社会人に求められる 

態度・意識の高揚 

◆ 不登校・いじめ等 教育課題の克服 

◆ 施設の安心安全対策 

『自立』 『協働』 『創造』 

■ 学びをつなぐ 
幼保・小中の一貫した教育の推進 

再編計画の観点 
「幼保検討委員会」「小中学校適正規模

等検討委員会」から提出された答申を踏
まえることを基本とし、特に以下の観点
で計画策定しました。 

◆ 学習者である子どもの学習環境の
整備を最優先とする。 

◆ 全学年でクラス替えできない小学
校を再編の検討対象とする。 

計画の構成 
本計画は、「基本計画」と「実施計画」により構成します。 

◆基本計画 
  市がめざすべき幼稚園・保育園・小中学校のあり方を明らかにする
とともに、将来を展望したより良い保育・教育環境の整備（再編）に
ついて具体的に教育委員会原案として示します。この原案をもとに地
域への説明を行い、地域合意・参画のもとに保育・教育施設の整備（再
編）を決定します。 

◆実施計画 
  基本計画で示した内容を着実に整備していくために、地域の参画の
もとに新しい施設別に策定します。 

 

計画の期間 

本計画の期間は、平成２７年度から平
成３６年度の１０年間とします。 

◆再編に伴う施設整備 
短期計画…………概ね  ５年間 
中・長期計画……概ね１０年間 

再編計画の基本的な考え方 

基本的な考え方 

本計画は、本市の基本的な行動計画を
その基本と据えながら時代を担う子ども
たちにより良い保育・教育を提供するこ
とを最優先として策定するものです。 
子どもたちの「生きる力」を育む保育・

教育環境を着実に整備するため今後、保
御者、地域と合意形成を図りながら取り
組んでいきます。 

めざす方向と目的 
本計画に基づく再編への取り組みは、

一義的には、園・学校の適正規模・適正
配置をとおして「ともに学び ともに育
つ」教育環境を整備するものですが、そ
の取り組み自体が目的ではありません。
目的は、その後に出現する確かな学力の
保障をはじめとする「子どもたちの確か
な育ち」につながるものでなければなり
ません。 
すなわち、就学前保育・教育と９年間

の義務教育をとおして、「社会に挑む 夢
と力を蓄えた 中３生」を育てることが
できる園・学校環境を整備することです。 

『 再編 』 がめざすものは 

『 子どもたちの確かな育ち 』 にあります 

■ 甲賀市総合計画 

甲賀市の将来像    人 自然 輝きつづける あい甲賀 

■ 甲賀市教育振興基本計画 

甲賀市のめざす教育の姿   
たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 

◆グローバル化・高度情報化の充実 など 

■子どもの育ちをめぐる課題 
◆少子化・孤立化 ◆「夢」がもちにくい社会 

◆地域社会・家庭の変容 ◆意欲・規範意識の低下 
◆いじめ・不登校・学校不適応 

■ 『 再編 』 がめざすもの 

 社会に挑む 夢と力を蓄えた 中３生！ 

■ 教育が育む３つの姿 

１． 義務教育区分の検討 
２． 地域の人・モノ・自然を活用し、 
体験を重視した地域学の推進 

３． 夢を育むキャリア教育 
４． 国際社会を生き抜く外国語教育 
５． 情報化社会に対応するＩＣＴ教育 

◆ 園・学校の活性化    

◆ 多くの友だちとの学び合い 

◆ 確かな学力の保障    

◆ 生きる意欲と社会人に求められる 

態度・意識の高揚 

◆ 不登校・いじめ等 教育課題の克服 

◆ 施設の安心安全対策 
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甲賀市教育委員会事務局教育総務課 教育環境整備室 
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甲賀市甲南町野田８１０番地 

TEL：0748-86-8148 

FAX：0748-86-8380 

    平成 27年（2015年）3月作成 

お問い合わせ先 
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再編に伴って新しい環境に出会う子どもたちには、心理面や学習・生活面への十分な配慮を行います。 

◆ 対象となる園・学校同士の交流など新しい人間関係づくりの積極的な取り組み 

◆ 安心安全で充実した保育・教育環境を整えるための人員を一定の間、追加配置 

子どもたちのために 

（仮称）再編検討協議会 

現学区単位に、ＰＴＡ・保護者会・区・自治会・自治振興会などの代表者で構成。子ども
たちの健やかな成長を促す保育・教育環境の整備、充実を第一義とする本計画を基本に協議
します。 

◆協議する内容 
  再編の是非を含めた基本事項（統合方式、統合時期、統合位置等） 

（仮称）実施計画検討協議会 

新しい園・学校単位にＰＴＡ・保護者会・区・自治会・自治振興会・教諭・保育士などの
代表者で構成。新しい園・学校づくりのための主要課題や調整事項について協議します。 

◆協議する内容 
  名称や校歌、校章、制服、通学（園）方法、園・学校行事等 

園・学校では、地域の支援に支えられ特色ある保育・教育活動が行われてきました。再編により新しく
スタートする園・学校においても、保護者はもちろん、子どもたちが生活する地域の理解が前提となるこ
とから、再編の取り組みには保護者や地域の考えが反映できる体制づくりが求められます。 
 
本市では、地域説明会を行った後、本計画を基に段階的に協議できる場を設けます。 

地域の参画 

園・学校は、地域の方々のスポーツや文化活動など生涯学習の場としての利用をはじめ、地域防災拠点、コミュ
ニティの核としての役割も果たしています。 
再編により園・学校の役割を終える施設については、まちづくりの観点から総合的な活用を地域の皆様と検討し

てまいります。 

地域の活性化に向けた取り組みの推進 


